
１１月１１日は介護の日です

高齢者元気アップポイント事業
鎌田 實 先生による介護予防記念講演会を開催します！
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と  き
と  こ  ろ
講演内容

講  師
対  象
定  員
参  加  費
申込期間
申込方法

12月11日（金） 午後1時30分～午後3時（午後1時 開場）
文化交流センター「リフノス」 多目的ホール
「がんばらない」けど「あきらめない」
～認知症・脳卒中・フレイルにならない生き方～
医師　鎌田　實　氏
町民の方どなたでも
300人（定員になり次第、受付終了）
無料
11月9日（月）～12月4日（金）
電話またはオンライン申請

問　地域福祉課　介護福祉係　☎７６７-２１９８

　国では高齢者や障がい者等に対する介護に関し、国民への啓発を重点的に実施するための日として「介護の日」を制定してい
ます。町と地域包括支援センターでは、認知症カフェや介護予防講演会、介護者のつどいなどさまざまな事業を実施しています。
　介護のことなどでお困りのことがございましたらお気軽にご相談ください。

かまた みのる

みのるかまた

問　子ども支援課　子ども企画係　☎767-2193

①病児保育事業とは…
　お子様の病気やケガ等の際にお子様を一時的にお預かりし、保護者の方が安心して子育てと仕事を両立できるようお手伝いする事業です。
　病児保育⇒当面症状の急変は認められないものの、病気のため、集団保育が困難な期間に利用可能
　病後児保育⇒当面症状の急変は認められないものの、病気の回復期のため、集団保育が困難な期間に利用可能
②対象児童
　町内にお住まいで、保育所等に入所中の未就学児（満6か月以上に限る）または家庭で保育することが困難な小学生
③開設期間
　午前8時～午後6時（土・日曜日・祝日・年末年始は除く。）
④利用料金
　1日あたり2,000円程度を利用する施設にお支払いください。
　※詳しい利用料金は各施設にお問い合わせください。
⑤利用方法
　実施施設にて事前登録が必要です。詳しくは各施設までお問合せください。
⑥利用期間
　利用申請1回につき、連続する7日以内
⑦実施施設
　＜町内＞

　※病後児保育のみ行っています。
　＜町外＞

　※病児保育および病後児保育の両方を行っています。

病児保育事業について

仙塩利府病院病後児
保育室（はぐるーむ）

施設名
午前8時～午後6時

保育時間等 所在地
利府町青葉台二丁目2-108

連絡先
☎070-5059-1698

宮城県済生会
こどもケアルーム

施設名
午前8時～午後6時

保育時間等 所在地
富谷市成田八丁目4-6

連絡先
☎351-5120

こん小児科クリニック 
（こもれび保育室） 午前8時～午後6時 仙台市泉区八乙女

中央二丁目4-25 ☎725-7566

さくら病児・病後児保育室 （月・火・木・金）午前8時～午後6時
（水・土）午前8時～午後1時

富谷市明石台７丁目1-5 
Town Clinic en内 ☎358-7141

本事業は高齢者元気アップ
ポイント事業の対象です。 
参加者には300ポイント

付与されます！

東京医科歯科大学医学部卒業後、諏訪
中央病院へ赴任。30代で院長となり
赤字病院を再生。地域包括ケアの先
駆けを作った。 ベストセラー「がんば
らない」他著書160冊超。

北部地域包括支援センター
☎767-7677

（土・日曜日、祝日を除く）

電話申込先 オンライン申請

11月は児童虐待防止推進月間です
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけた時や、ご自身が妊娠・出産、子育てに悩んだときには、児童相談所や町の相談
窓口に連絡してください。

子育てナビ

問　子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

問　子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

●“しつけ”と“虐待”はちがいます

保護者は、子どもの育ちにとって、
良い関わり方などの助言を受け入れることができます。

“しつけ”の場合
保護者は、周囲の助言を受け入れず、

虐待にあたる関わり方を変えようとしません。

“虐待”の場合

●虐待かなと思ったら・・・
　迷わず役場などの関係機関に連絡（通告）してください。連絡（通告）した人の秘密は法律で守られて
います。あなたの通告で救われる命があります。

身体的虐待 ネグレクト（養育の拒否・保護の怠慢）

心理的虐待 性的虐待

　殴る、蹴る、投げ落とす、熱湯をかける、戸外に閉め出す
など体に傷あとが残ったり、生命が危うくなるような行為など

　食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気をしても病院を
受診させない、家に閉じ込める、同居人による虐待を放置するなど

　言葉によるおどしや脅迫、無視する、きょうだい間の差別
的な扱い、子どもの前で配偶者などにDV（暴力、暴言など）
行為を行うなど心に不安や恐怖を与えること

　性的ないたずらや性行為の強要、ポルノグラフィーの被
写体にする、性交を見せるなど

●子育てに関する不安や悩みがあったら・・・
　子育ては思うようにいかないものです。不安や悩みを一人で抱えこまず、お気軽にご相談ください。

こどもや保護者にこんなサインが見られませんか？

・こどもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣類やからだがいつも汚れている
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまで一人で遊んでいる

こどものサイン
・地域などと交流が少なく孤立している
・小さいこどもを家においたまま外出している
・こどもの養育に関して拒否的、無関心である
・こどものけがについて不自然な説明をする

保護者のサイン

虐待は大きく4つに分けられます

11月12日から11月25日までは 「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴力は、女性の
人権を著しく侵害するものであり、決して許される行為ではありません。我慢せず、信頼できる人や場所に相談しましょう。
期間中は役場にてパープルライトアップを実施します。

●連絡・通告先

※夜間でも可。夜間の場合は守衛室に電話がつながります。
児童虐待の連絡である旨と連絡先を守衛に伝えてください。

【宮 城 県 中 央 児 童 相 談 所】　☎７８４-３５８３
【児童相談所全国共通ダイヤル】　☎１８９（24時間）
【利府町子ども家庭センター】　☎３５６-６７１１※

いちはやく

21 Public Relations No.616



11月は「乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間」です
　乳幼児突然死症候群（SIDS）とは、それまで元気だった赤ちゃんが、睡眠中に突然亡くなってしまう原因不明の病気
です。SIDSは、12月以降の寒い季節に発生しやすいと言われているためこれからの季節は特に注意が必要です。

問　子ども家庭センター　親子保健係　☎356-6711

★SIDSから赤ちゃんを守るポイント★
①うつぶせ寝は避けて、仰向けで寝かせる　②妊婦や赤ちゃんの周囲の大人はタバコをやめる　③できるだけ母乳で育てる

問　子ども家庭センター　親子保健係　☎３５６-６７１１

　町では、出産後１年未満のお母さんとお子さんを対象に、安心して子育てできるよう、助産師等の専門スタッフによる
授乳相談や育児相談などができる「産後ケア事業」を実施しています。10月より、利用券の交付枚数を大幅に増やしました。
9月末までに申請済みの方も追加交付の申請ができます。この機会にぜひご利用ください。
対象者：出産後１年未満の母子

産後ケア事業を大幅拡充！「利用券」を各種類7枚ずつ、合計21枚交付します

～産後ケア実施の例～
①心身の相談（保健相談）
②授乳指導および乳房ケア
③沐浴指導
④育児相談
⑤お母さんの休息 など

利用者の声
・育児の不安が減った
・授乳相談ができて良かった
・赤ちゃんの体重を計ってもら
えて良かった

・ゆっくり休めた▲ホームページ
事業の詳しい内容
はこちら

▲申請フォーム
初めて産後ケアの
申請をする方は
こちら

▲追加交付申請フォーム
すでに利用券を

７枚交付されている方で、
追加交付希望の方はこちら

「子育てボランティア」養成講座を開催します！！
子育て支援事業のボランティアをしてみませんか？ぜひご参加ください。

問　利府町ファミリー・サポート・センター事務局　☎７６７-２１９５
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と き
と こ ろ
内  容

対  象
参 加 費
申込締切
申込方法

11月11日（水） 午前9時30分～午前11時30分
利府町社会福祉協議会 会議室
子育て支援事業の概要と子育てボランティアについて
※受講後、別日にボランティア活動の見学と実技を2回、実施しますのでご参加ください。
※日程が難しい場合はご相談ください。調整させていただきます。
健康で子どもが好きな町内在住の18歳以上の方（高校生不可）。 ※保育資格や子育て経験は問いません。
無料
11月6日（金）
利府町ファミリー・サポート・センター事務局に直接または電話でお申し込みください。

イベントのお手伝いやおもちゃの制作、
講習会での子どもの見守り等、

活躍しています！！

訪問型

サービスの種類

３種類
合計７枚交付

令和８年９月30日まで

※令和8年9月30日までに
申請された方で、追加交
付希望の方は、下記の
追加交付申請フォームか
らお申し込みください。

デイサービス型

宿泊型

令和８年10月１日から拡充

７枚

７枚

７枚

各７枚
合計２１枚交付

※追加交付枚数は、利用
実績に応じて異なります。

　9月29日（火）に保健福祉センターで開催しました。
　本事業は、物価高騰に伴う子育て世帯の経済的負担を
軽減するとともに、保護者の育児の悩みや困りごとに寄り
添い、必要に応じてさまざまな情報をお伝えしながら、安心
して子育てができる環境をつくることを目的としています。
0歳までのお子さまのいるご家庭に最大3回、紙おむつや
おしりふきなど育児用品を無償でお届けします。配達はみや
ぎ生活協同組合様の子育て経験者であり、研修を受講した
みまもり支援員が行い、お子さまの健やかな成長を一緒に
見守ってまいります。

問　子ども家庭センター　子ども家庭係　☎356-6711

InterView

日中は子どもと過ごす時間が長いの
で誰かと話すことができたり、相談
できる人が来てくれるというのは安
心感があり、一人ではないと感じる
ことができます。

たかはし

髙橋茉有子さん・日凪ちゃん親子
まゆこ ひな

子どもを連れながらおむつの買い物
をするのは大変なので定期的に届け
てもらえるのはありがたいです。
小さい子どもがいる家庭としては見
守ってもらえるのはとても安心感が
あります。

さとう

佐藤裕衣さん・心結ちゃん親子
ゆい みゆ

「利府町乳幼児見守りおむつ等お届け便」
出発式を開催しました

問　農林水産課　農林水産係　☎767-2191

●個人で柿・栗の木等の枝払いを行う場合、高枝電動ハサミ、高枝電動チェンソーを町が貸し出します。ご希望の方は
下記連絡先までご連絡ください。

伐採器具貸し出しのお知らせ

●朝夕の外出は控えるように心がけましょう。
●熊鈴やラジオを鳴らすなど、音でクマに存在を知らせましょう。
●大人数で行動することで遭遇リスクを減らしましょう。

クマへの遭遇防止対策を継続しましょう！

●生ごみ等を屋外に放置しないようにしましょう。
●柿や栗などクマの餌となる果樹は放置せず、早めに収穫しましょう。
●野外での活動時には、ゴミをすべて持ち帰りましょう。

クマの餌となるものの管理に注意！

～クマによる被害を防ぐために～

▲申請はこちら▲詳しくはこちら
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